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人のうこき（籍簿昏基）

人　　口　10，457人　（－1－14）

男　　　　5，014　　　（十9）

女　　　　5，443　　（－L5）

世帯数　　2，935　戸　（1－6）

（）内は前月　比

7月のこよみ
上
目

国
民
安
全
の
［

ヒ
タ
の
節
句

盆
、
中
元

海
の
紀
念
〓
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当該区分の主要作物
小作料の標準額

（10ア‾ル当。）i作物名昭談義準用鵬の鯛

塵∴地　区　分

離悲劇名一称

田　直配中∴利00日直i

T同一二手可「撥i
（注）　農地区分の地域範囲を示した接地区分図は、投薬委員会に臓え付けてい

ますので、いつでも閲覧できます。

棟埠小作料×露誤認譲霊×一誌一又はその鯛の軸
粗収益の25％のいずれか低い額を超えるとき。

自転車は、あの角、この角、手前でストップ

遠
賀
町
標
準
小
作
料
の

改
訂
に
つ
い
て

遠
賀
町
農
業
委
員
会

一
、
続
沼
丁
小
作
料
改
訂
頼

農
業
委
員
会
は
、
次
の
と
お
り
標
準

小
作
料
の
改
訂
を
決
定
し
、
昭
和
五
十

年
六
月
十
八
日
付
け
で
公
示
し
ま
し

た
。
（
設
一
）

二
、
棟
郵
小
作
料
と
は

（
昭
和
四
十
五
年
九
月
三
十
日
以
前

か
ら
の
賃
貸
借
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ

ん。）

昭
和
四
十
五
年
の
鹿
地
法
改
正
に
よ

っ
て
、
統
制
小
作
料
の
適
用
が
廃
止
さ

れ
、
か
わ
り
に
農
薬
委
員
会
が
．
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
そ
の
地
域
の
小
作
料

水
準
の
規
範
と
な
る
標
津
小
作
料
を
定

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
す
な
わ
ち
．
賃
貸
借
等
で
小
作
契

約
を
す
る
人
は
、
こ
の
標
準
小
作
料
を

抵
謡
と
し
て
地
主
、
小
作
人
が
話
し
合

い
で
小
作
料
額
を
決
め

る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け

で
す
。
こ
こ
で
注
慈
し

で
い
た
だ
き
た
い
の
は

標
準
小
作
料
を
塞
韓
と

し
て
地
主
、
小
作
人
の

双
方
が
話
し
合
い
で
小

作
料
を
決
め
ら
れ
る
の

は
、
順
和
四
十
五
年
十

月
一
日
以
降
に
設
定
し

た
貨
貸
借
の
み
で
あ
っ

て
、
昭
和
四
十
五
年
九

月
三
十
日
以
前
か
ら
の

賃
貸
借
で
統
制
小
作
料

が
適
用
さ
れ
て
い
る
も

の
は
　
昭
和
五
十
五
年

九
月
三
十
日
ま
で
統
制

小
作
料
が
適
用
さ
れ
ま

す。三
、
著
し
く
高
い
小
作

料
に
は
減
額
勧
告

前
に
も
述
べ
た
よ
う
）

靴
轟
講
雑
誌

双
方
が
話
し
合
い
で
小
作
料
を
決
め
ろ

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
標
準
小
作
料
よ

り
馨
し
く
商
い
場
合
に
は
、
座
業
蛮
風

会
は
、
減
額
す
べ
き
旨
を
勧
告
で
き
ま

す
。
そ
の
判
定
基
準
を
次
の
よ
う
に
決

め
て
い
ま
す
。
（
表
二
）

四
、
今
時
、
賃
貸
借
契
約
を
蔀
憩
す
る

方
へ

農
地
等
を
耕
作
目
的
や
餐
杏
の
目
的

で
賃
貸
借
契
約
を
締
鮨
す
る
と
き
は
、

農
地
を
売
買
す
る
時
と
同
じ
よ
う
に
、

農
地
法
第
三
条
の
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
農
地
法
第
三
条
の
許

可
を
受
け
て
い
な
い
賃
貸
借
は
ヤ
ミ
小

作
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

五
、
現
に
標
準
小
作
粗
を
基
準
と
し
た

小
作
料
で
契
約
し
て
い
る
方
へ

昭
和
四
十
五
年
十
月
一
日
以
降
の
賃

貸
衛
契
約
は
、
厳
藁
委
員
会
が
模
範
小

作
料
を
改
訂
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
現

在
の
小
作
料
が
自
動
的
に
変
更
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
契
約
中

の
小
作
料
が
改
訂
後
の
標
準
小
作
料
を

蕃
灘
と
し
た
小
作
料
に
変
更
す
る
の
は

地
主
、
小
作
人
の
双
方
間
で
協
議
が
整

っ
た
勘
合
の
み
で
す
。
両
者
間
で
小
作

料
を
変
更
す
る
と
決
め
た
と
き
は
変
更

し
た
契
約
蕾
の
雪
を
付
け
て
農
業
委
員

会
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
く
わ
し
い
こ
と
は
、
農
業
委
員
会

に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
」

老
人
、
乳
幼
児
、
重
度
心
身
障

害
者
医
療
班
の
更
新
に
つ
い
て

続
き
を
さ
れ
て
な
い
方
は
、
早
急
に
役

場
厚
生
課
の
窓
口
で
手
統
さ
を
し
て
下

さ
い
。
な
お
、
保
険
者
（
保
険
証
の
発

行
犠
関
）
の
所
在
地
が
福
岡
県
外
の
万

で
乳
幼
児
、
障
害
者
医
嬢
証
の
発
行
を

受
け
て
い
な
い
方
（
償
還
払
い
）
も
更

新
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

保
険
衛
生
係

農
業
委
員
会
委
貝
の
一
般
選
挙

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

昭
和
五
十
年
七
月
十
五
日
（
火
）
は

全
国
的
に
統
一
し
て
座
薬
委
員
会
委
員

の
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
速
質
町
の
場
合
選
挙
に
よ
る

委
員
の
定
数
が
十
人
で
あ
る
た
め
、
七

月
九
日
の
立
候
補
受
付
最
終
日
ま
で
定

数
の
十
人
を
越
し
た
届
出
が
あ
っ
た
場

合
の
み
農
業
委
員
の
選
挙
が
執
行
さ
れ

ます。
尚◎

選
挙
の
省
都
H

七
月
八
日
（
火
剛
田
）

◎
立
候
補
者
受
付
日
時

七
月
八
、
九
日
（
二
日
間
）

八
時
三
十
分
～
十
七
時
ま
で

◎
不
荏
枝
葉
期
間
及
び
時
間

七
月
八
日
～
七
月
十
四
日
（
六
日

間
）
八
時
三
十
分
～
十
七
時
ま
で

◎
選
挙
の
期
日
、
時
間

七
月
十
五
日
（
火
曜
日
）

七
時
－
十
八
時
ま
で

機
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
に
つ
い
て

老
人
、
乳
幼
児
、
重
度
心
身
障
害
者
　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
遠
賀
町
選
挙
管
理

医
撥
証
の
更
新
は
六
月
二
十
五
日
～
三
　
委
員
会
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

十
日
で
終
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
更
新
手
　
　
　
　
館
話
⑧
一
二
三
四
内
線
四
五

雨
に
よ
る
災
害
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

今
年
も
梅
雨
期
に
な
り
ま
し
た
。
長

雨
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
地
す
べ
り
や
、

挫
く
ず
れ
、
浸
水
等
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
早
目
に
十
分
な
準
僻
を
整
え
被
著

を
最
小
限
度
に
食
い
止
め
ま
し
ょ
う
。

用
宅
地
造
成
や
道
路
建
設
に
よ
る
韻
魂

の
変
化
は
思
わ
ぬ
災
薯
を
引
き
起
こ

し
て
い
ま
す
の
で
、
臼
宅
付
近
で
こ

う
し
た
工
事
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
は
十
分
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

ま
た
排
水
湖
や
石
垣
な
ど
の
点
検

を
行
な
い
、
危
険
と
思
わ
れ
る
と
こ

ろ
は
甲
田
に
郁
敬
（
修
刑
）
整
備
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

㈲
役
場
や
消
防
、
聾
紫
な
ど
か
ら
避
難

勧
告
が
あ
っ
た
と
き
、
長
雨
や
集
中

豪
雨
で
危
険
な
状
態
に
な
っ
た
と
き

は
串
日
に
遜
離
し
ま
し
ょ
う
。

㈲
現
金
、
印
鑑
、
籍
替
え
、
飲
み
水
、

懐
中
衛
灯
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
な
ど

避
難
先
で
必
要
な
も
の
は
ま
と
め
て

邸
傭
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

周
遊
難
す
る
と
き
は
戸
締
ま
り
や
火
の

始
末
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

，フ○

㈲
避
難
す
る
と
き
は
単
独
行
動
を
や
め

貰
住
着
ま
た
は
指
導
者
の
指
示
に
従

っ
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

㈲
緩
ん
だ
り
、
垂
れ
下
が
っ
た
り
し
た

砥
線
に
は
絶
対
触
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
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規則正しい生活と親子の対話で非行防止

役
場
の
軍
務
機
構
の
改
正
と
職
員
の
人
事
移
動
の
お
知
ら
せ

七
月
五
日
付
で
、
役
場
の
磯
椰
改
革
に
伴
な
い
、
職
員
の
大
群
移
動
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
今
回
の
機
棚
改
革
の
特
質
と
し
ま
し
て
は
、
従
来
、
企
画
課

に
所
管
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
財
政
係
を
分
離
し
、
税
務
係
と
合
体
し
、
新
に

財
務
課
を
殺
罷
し
ま
し
た
ほ
か
、
係
の
一
部
統
割
合
を
行
っ
た
も
の
で
、
時
代

の
要
請
に
即
応
す
べ
き
謡
蕗
組
織
の
殺
蛭
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
新
擬
榔
及

び
職
員
の
配
態
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

税
務
大
学
校
研
修
生
募
集

税
務
大
学
校
普
通
科
研
修
生
は
、
国

家
公
務
員
採
用
初
級
試
験
（
税
務
）
の

合
格
者
か
ら
採
用
さ
れ
、
給
与
を
受
け

な
が
ら
一
年
間
の
研
修
を
受
け
、
卒
業

と
同
時
に
「
大
蔵
弾
落
雷
」
と
な
っ
て

税
務
署
等
の
職
場
に
勤
務
す
る
こ
と
に

助
　
役

庶
務
課
＋
霊
離

財
務
課
丸
弼
離

企
画
課
＋
彊
粥

住
民
課
出
航
離

厚
生
課
＋
綱
保
諾

産
業
課
＋
醜
霊

建
設
課
丸
網
棚

同
和
対
策
室
－
同
和
対
策
係

収
入
役
－
収
入
役
室
－
会
　
計
　
係

議
会
議
長
－
議
会
事
務
局
－
議
　
会
　
係

教
育
長
白
粥
韓
蕪
諜

な
り
ま
す
。

願
辞
の
受
付
期
間
が
、
七
月
十
六
日

（
水
曜
日
）
か
ら
七
月
二
十
九
日
（
火

陥
日
）
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
希
望
の
方
で
詳
細
に
つ
い
て
の

問
合
せ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

㈲
　
悲
松
税
務
署
総
務
課

0
　
人
導
院
九
州
郵
務
局

の
∴
補
間
国
税
属
人
蔀
課

臼
∴
述
鍵
町
役
場
税
務
係

皇
宮
蟻
衛
宮
募
集
の

お
知
ら
せ

◎
受
付
剃
蘭

八
月
一
一
十
二
日
～
九
月
十
一
日

◎
第
一
次
試
験

十
月
十
九
日
（
日
）

◎
第
二
次
試
験

十
一
月
十
九
日
（
水
）
・
二
十
日
（

木
）
の
内
、
第
一
次
試
験
合
格
通

知
評
で
指
定
す
る
。

◎
受
験
資
格

昭
和
二
十
七
日
四
月
二
日
－
三
十
三

年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
男
子

◎
学
膳

学
鵬
を
問
わ
な
い
が
高
校
林
業
群
要

※
聖
常
識
締
出
と
は

皇
居
、
御
所
、
御
用
邸
な
ど
の
磐
碗

及
び
天
皇
、
皇
后
、
皇
太
子
、
忠
太

子
妃
そ
の
他
の
皇
族
の
護
衛
な
ど
の

薬
務
に
従
謡
し
ま
す
。

（
薄
く
わ
し
い
問
い
合
わ
せ
は
役
場

庶
務
課
ま
で
　
雌
話
三
一
一
三
一

四
内
線
四
五
）

－
め
百
V
l
h
も

印
蟹
登
録
証
の

発
行
に
つ
い
て

四
月
一
日
か
ら
印
鑑
登
録
の
制
度
が

一
部
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
印
鑑
の

偽
造
や
盗
難
な
ど
の
郵
政
を
防
ぎ
、
み

な
さ
ん
の
櫛
利
や
財
露
を
守
る
の
か
目

的
で
す
。

四
月
二
十
一
日
か
ら
新
た
に
印
鑑
諸

録
を
す
る
人
に
手
帳
（
印
鑑
畿
録
駈
）

を
発
行
し
ま
す
。
い
ま
ま
で
に
印
鑑
叢

鐙
を
し
て
い
る
人
は
獄
録
し
て
い
る
印

鑑
を
九
月
三
十
日
ま
で
に
持
参
し
て
切

り
替
え
を
す
れ
ば
手
帳
を
お
渡
し
し
ま

す
。
又
、
代
別
人
に
敬
ま
れ
ろ
時
は
自

製
の
委
任
状
又
は
間
代
櫛
授
与
通
知
証

を
代
理
人
に
持
た
せ
て
下
さ
い
。

尚
、
こ
の
期
限
内
に
切
替
え
の
手
織
を

取
り
消
し
ま
す
の
で
新
規
に
登
録
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
手
帳
に

は
、
ま
ん
い
ち
紛
失
し
た
時
な
ど
に
悪

用
さ
れ
な
い
た
め
、
住
所
、
氏
名
は
絶

入
し
な
い
で
瀦
録
番
号
だ
け
を
表
示
し

て
い
ま
す
。
印
鑑
訊
明
評
が
必
要
な
と

き
は
、
こ
の
手
帳
を
持
参
し
港
口
に
備

付
け
の
中
部
護
に
添
え
て
両
説
し
て
下

さ
い
。
実
印
を
鍵
田
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
又
、
代
現
人
に
依
頼
す
る
と

き
は
、
こ
の
手
帳
と
実
印
を
押
し
た
（

委
任
状
又
は
代
理
椰
授
与
通
知
諜
）
を

代
聞
入
に
持
た
せ
て
下
さ
い
。
こ
の
場

合
に
も
読
鎖
し
た
印
鑑
を
持
っ
て
く
る

必
吸
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（住民課）
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毎月1日・20日は交通安全の日　第3日曜日は家庭の日

今
月
の
税
金

固
定
資
産
税
　
第
二
期
分

納
期
限
　
　
七
月
二
十
五
日
ま
で

期
限
内
に
完
納
し
ま
し
ょ
う

』
圃
四
囲
照

一
救
∴
急
－
」
尋
か
）

「
畑
i
畑
「
中
計
）

屋

九
二

i
h
J
J
L
ト
ド

．「OJ

「
消
防
一
一
九
コ
ー
ナ
ー
」

火
災
は
早
く
正
確
に
通
報

し
ま
し
よ
う

ど
ん
な
小
さ
な
火
災
で
も
、
火
災
を

出
し
た
り
、
発
見
し
た
ら
と
に
か
く
大

声
を
出
し
て
「
火
蕗
だ
ー
」
と
家
族
や

近
所
の
人
に
い
ち
早
く
知
ら
せ
る
こ
と

で
す
。
一
人
で
火
事
を
消
そ
う
と
し
た

り
、
逃
げ
て
し
ま
う
と
、
火
災
を
大
き

く
す
る
ば
か
り
で
な
く
多
く
の
擬
制
者

を
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
火
災
を
知

っ
た
人
は
す
ぐ
消
防
詔
（
一
一
九
）
に

連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
を
知
ら
せ
る
方
法

o
大
声
で
「
火
郭
だ
ー
」
と
叫
ん
で
家

族
や
近
所
の
人
に
知
ら
せ
る

。
火
災
を
知
っ
た
ら
「
一
一
九
番
」
で

お
ち
つ
い
て
町
名
、
番
地
、
目
標
を

正
し
く
知
ら
せ
る

。
声
が
出
な
か
っ
た
ら
、
手
近
に
あ
る

洗
面
器
や
ナ
ペ
な
ど
を
ガ
ン
ガ
ン
た

た
い
て
大
き
な
昔
を
出
す

e
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
は

手
近
に
あ
る
非
常
ベ
ル
を
押
す

対
策

い
つ
も
な
ら
簡
単
な
頭
で
も
、
い
ざ

火
災
と
な
る
と
、
あ
わ
て
て
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
お
ぎ
な
う

の
は
、
ふ
だ
ん
の
訓
練
で
す
。
訓
練
を

し
て
捉
え
て
お
け
ば
あ
わ
て
て
い
て
も

反
射
的
に
行
動
で
き
る
も
の
で
す
。

。
家
族
に
あ
ら
か
じ
め
訓
練
す
る
こ
と

を
伝
え
て
お
き
、
何
か
の
合
図
で
「

火
部
」
で
あ
る
こ
と
を
全
員
に
知
ら

せ
て
み
ろ

。
地
謡
の
そ
ば
に
住
所
番
…
雪
目
榛
を

譜
い
て
は
っ
て
お
く
、
受
話
器
を
取

り
実
際
に
談
ん
で
み
る

☆
管
内
火
災
、
救
急
発
生
状
況

（
S
的
・
1
・
1
～
S
5
0
・
5
・
5
0

ま
で
（
　
）
内
は
五
月
分
）

各
戸
に
郵
便
受
箱
を

郵
便
物
が
厨
に
と
は
さ
れ
、
よ
こ
れ

た
り
し
な
い
よ
う
、
又
最
近
は
大
型
の

郵
便
物
が
多
く
成
っ
て
い
ま
す
。
新
聞

も
入
り
ま
す
。
郵
政
省
標
準
規
格
の
堅

ろ
う
優
美
な
郵
便
受
箱
を
各
戸
に
ぞ
ひ

設
際
し
て
下
さ
い
。
一
個
一
、
四
〇
〇

円
郵
便
局
に
あ
り
ま
す
、
配
達
も
し
ま

す。

遠
賀
川
郵
便
局

税
務
相
談
日
のお

知
ら
せ

毎
月
、
五
日
、
十
五
日
、
二
十
五
日

の
玉
の
つ
く
日
に
遠
賀
町
商
工
会
の
中

で
皆
様
方
の
税
金
等
、
説
に
つ
い
て
の

い
ろ
い
ろ
な
御
相
談
に
応
ず
る
た
め
税

理
士
の
方
が
お
出
に
な
っ
て
税
務
相
談

心
配
ご
と
相
談
日
の
お
知
ら
せ

毎
月
二
日
三
日
一
説
続
轟
祭
。
の
場
合
は
）

午
後
一
時
～
四
時
ま
で
　
遠
賀
町
公
民
館

家
庭
の
悩
み
、
交
通
事
故
の
相
談
な
ど
因
っ
て
い
る

問
題
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。
な
お
相
談
内
容
に

つ
い
て
は
秘
密
厳
守
を
い
た
し
ま
す
。

岡

　

垣

　

　

違

　

費

　

　

金

　

品

旦
「
　
i
 
i
i
山
型
　
i
i
i
J
今
回

へ三）－

－
－
」
i
i
J
L
庖
丁
I
i
I
i
へ
八
〇

八
（
○
）
一
し
（
一
）
一
二
七
（
－
－
）

所
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
御
利
用

し
て
戴
く
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す。

香
典
返
し
の
お
礼

次
の
万
々
か
ら
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
　
三
好
　
　
徳
∴
殿

（
旧
館
）
　
三
好
徽
博
様

故
　
太
田
シ
ツ
エ
殿

（
鬼
薄
）
　
太
田
∴
高
艇

長
踊
教
室
の開

催
に
つ
い
て

例
年
盆
腕
を
前
に
し
て
民
踊
教
室
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
宿
も
左
記

に
よ
り
関
髄
い
た
し
ま
す
。
各
地
区
よ

り
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

記

一
、
記
日
　
7
月
2
3
日
（
水
）
午
後
6

時
約
分
集
合
・
1
時
開
始

二
、
会
場
　
遠
資
中
学
校
樗
堂

三
、
講
師
　
英
流
家
元

英
　
型
峰
先
生

※
当
日
会
場
で
レ
コ
ー
ド
の
販
売
も
あ

り
ま
す
。

沖
縄
海
洋
博
割
引

入
場
券
に
つ
い
て

身
体
陣
者
、
戦
傷
病
者
、
被
振
者
お

よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
外
国
人
の
方
に
つ

い
て
は
沖
縄
海
洋
博
の
入
場
料
が
剃
引

に
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

諒

一
、
入
場
料
一
人
一
回
限
り
四
〇
〇

日
（
一
般
は
八
〇
〇

間）

一
、
期
　
個
　
旧
知
5
0
葎
1
月
1
i
－
I
よ

り
5
1
笹
1
月
1
8
［
迄

二
条
∴
件
　
会
場
入
口
に
て
、
身
体

臨
書
者
手
帳
又
は
戦
傷

病
者
手
帳
又
は
被
爆
者

健
康
手
帳
を
提
示

一
、
介
艶
者
に
つ
い
て
は
、
随
会
が
必

要
と
認
め
る
人
に
つ
き
介
護
人
一
人

分
も
湘
引
し
ま
す
。

昭
和
五
十
年
第
二
回
福
岡
県

保
母
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

保
母
試
験
が
、
次
の
と
お
り
実
施
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
∴
拭
験
の
期
日

八
月
二
十
六
日
か
ら
八
月
二
十
九
日

ま
で
の
四
円
胴

二
、
場
∴
所

春
闘
女
子
短
期
大
挙
（
楯
岡
市
）

三
、
碩
蜜
〆
防
り

七
月
二
十
四
［

四
、
頗
番
提
出
先

遠
賀
町
役
場
、
又
は
連
賀
福
祉
部
落

所
（
詳
細
は
、
遠
賀
町
役
場
住
民
課

桶
柾
係
に
お
聞
合
せ
下
さ
い
）


